
 

 

 

 

 

 

第 3編 準備書に関する審議経過及び修正内容 
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第1章 公告・縦覧の概要 

 

準備書の公告・縦覧は以下に示す内容で行った。準備書に対する住民等の意見の件数は 5 件であ

った。 

表 1-1 準備書の公告・縦覧の概要 

公   告   日 平成 23年 7 月 19 日(火) 

縦 覧 期 間 平成 23年 7 月 19 日(火) から 平成 23年 8月 18 日(木) 

縦 覧 場 所

長野県環境部環境政策課 

長野地方事務所環境課 

長野市環境部環境政策課 

長野市大豆島支所 

意 見 募 集 期 間 平成 23年 7 月 19 日(火) から 平成 23年 9月 1 日(木) 

意 見 提 出 先 長野広域連合事務局環境推進課 

意見書の提出件数 ５件 

 

 

第2章 住民等の意見及び事業者の見解 

 

準備書に対する住民等の意見及び事業者の見解は次ページ以降に示すとおりである。 

提出された意見書については、意見者ごとに番号を付け、意見の内容に沿った区分けを行い、事

業者の見解を示した。 

また、意見書の原文中の下線箇所は、「長野広域連合Ａ焼却施設建設事業に係る環境影響評価準備

書要約書(平成 23 年 7 月)」の記載ページを示し、意見書の原文中に記載された個人名は掲載せず、

意見書に添付された書類については、掲載を省略した。 

なお、表中の章、項目及び頁等については、「長野広域連合Ａ焼却施設建設事業に係る環境影響評

価準備書(平成 23年 7 月)」の記載箇所を示すものとする。 
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第3章 知事の意見及び事業者の見解 

 

準備書に対する知事の意見及び事業者の見解は、以下に示すとおりである。 

 

知事の意見（原文） 長野広域連合の見解 

事業内容  

１ 事業の実施にあたっては周辺住民の

安全・安心を確保するため、引き続き

積極的な情報公開に努めること。 

１ 事業の実施にあたっては、周辺住民が安心して生活

できる事故のない安全な施設にするとともに、周辺住

民の安全・安心を確保するための情報公開を、引き続

き積極的に実施してまいります。 

悪臭  

２ 廃棄物運搬車両の内部洗浄を行う場

合は、類似事例を調査するなどして、

悪臭に対する苦情が発生しないように

すること。 

２ 廃棄物運搬車両の洗車場は、屋内に設けるとともに

臭気の漏洩を防止します。 

  なお、廃棄物運搬車両の内部洗浄を行う場合には、

類似事例を調査し、悪臭に対する苦情が発生しないよ

うにいたします。 

水質、水象  

３ 工事中の豪雨などによる濁水の流出

については、計画施設の設計や施工の

段階において適切な保全対策を講じる

とともに、事後調査にあたっては、速

やかに状況を確認すること。 

３ 計画施設の設計や施工の段階において、豪雨時での

濁水流出を防ぐ適切な保全対策を講じます。 

  また、事後調査にあたっては、速やかに状況を確認

いたします。 

４ 工事中における地下水の揚水につい

ては、工事前からモニタリングによる

地下水位の状況把握を行うとともに、

計画施設の設計や施工の段階におい

て、揚水による影響の解析を行い、適

切な保全対策を講じること。 

４ 計画施設の設計や施工の段階において、揚水による

影響の解析を行い、適切な保全対策を講じます。 

  また、掘削工事に伴う揚水期間中及びその前後にお

いて、モニタリングによる地下水位の状況把握を行い、

揚水が与える影響についての適切な環境保全措置を実

施いたします。 

触れ合い活動の場  

５ 施設稼働後において、触れ合い活動

の場の利用状況を調査し、利用者の活

動への影響を確認すること。 

５ 施設稼働後において、触れ合い活動の場の利用状況

を調査し、その活動の場が維持され、活動に影響を与

えていないことを確認いたします。 
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第4章 準備書の修正内容 

 

環境影響評価準備書に対する環境保全の見地からの意見を踏まえ、環境影響評価準備書の見直し

及び修正を行い、その内容を評価書に反映させた。 

なお、準備書の修正内容は、以下に示すとおりである。 

 

評価書における項目 修 正 内 容 

全般 ・対象事業実施区域及び周辺の地図については、最新のものに修

正した。 

・説明が不足していた文章について、分かりやすくなるよう修正

した。 

第 3章 環境影響評価の項目

並びに調査、予測及び

評価の手法 

 3-2-1 大気質 

・大気質の環境基準項目の一酸化炭素、微小粒子状物質について、

存在・供用による影響項目として選定しなかった理由を追加し

た。 

第 4 章 調査、予測及び評価

4-1 大気質 

 

・大気質の予測方法、予測結果及び結果の信頼性等について、「予

測結果の信頼性」という項目を追加し、分かりやすくなるよう

修正した。 

・予測結果における数値については、有効数字についての注釈を

追記した。 

・二酸化窒素の予測評価については、安全側とする前提条件や保

全措置等の検討内容をより詳しく記述し、分かりやすくなるよ

う修正した。 

4-2 騒音 ・騒音の予測方法、予測結果及び結果の信頼性等について、「予

測結果の信頼性」という項目を追加し、分かりやすくなるよう

修正した。 

・予測結果は、小数点以下第 1位を切り上げ整数とした。 

4-3 振動 ・振動の予測方法、予測結果及び結果の信頼性等について、「予

測結果の信頼性」という項目を追加し、分かりやすくなるよう

修正した。 

・予測結果は、小数点以下第 1位を切り上げ整数とした。 

・工事中の建設作業振動及び存在・供用時の施設稼働振動の予測

結果で示した等濃度曲線について、犀川堤外地の表現を修正し

た。 

4-4 低周波音 ・予測結果は、小数点以下第 1位を切り上げ整数とした。 

・低周波レベルとされる 80Hz 以下の音圧レベルについて、北側

敷地境界線上の調査結果を追加した。 
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評価書における項目 修正内容 

4-6 水質 

4-7 水象 

・工事中における地下水揚水量については、計画施設の基礎設計

や施工計画等の具体的な整備計画が確定していないため、矢板

等の止水対策を行わない条件を想定し、影響の予測を修正し

た。 

・工事中の環境保全措置を実施するにあたり、計画施設の設計や

施工の段階における揚水による影響の解析を行い、その結果に

応じて適切な保全対策を講じる旨を追記した。 

・掘削工事に伴う揚水期間中及びその前後において、モニタリン

グによる地下水位の状況把握を行い、揚水が与える影響につい

ての適切な保全対策を講じる旨を、水象の環境保全措置に追記

した。 

4-9 地盤沈下 ・水象おいて工事中の揚水量の予測を修正したため、地盤沈下の

予測・評価についても同条件に対応する内容に修正した。 

4-11 動物 ・コウモリ目の確認状況について追加した。 

4-13 景観 ・煙突や建物の形状や色彩が定まっていない旨を追記した。 

・フォトモンタージュにおいて、不鮮明であったものを修正した。

4-15 廃棄物等 ・施設の稼働に伴って発生する廃棄物等について、予測される量

の算出根拠を追加した。 

4-16 温室効果ガス等 ・施設稼働に伴う消費電力が、焼却施設のみでなく溶融炉を含ん

でいる予測である旨を追記した。 

第 6 章 事後調査計画 

 6-1-14 触れ合い活動の場 

・施設稼働後において、触れ合い活動の場の利用状況を調査し、

その活動の場が維持され、活動に影響を与えていないことを確

認するために、事後調査の対象とした。 

 6-3 事後調査結果の報告等 ・事後調査の結果、本事業の影響により環境保全目標が達成でき

ていない場合には、速やかにその原因を究明し、必要に応じて

専門家の助言・指導を仰ぎつつ、環境保全措置の追加・見直し

並びに追加・見直した環境保全措置を踏まえた予測及び評価を

行う旨を追記した。 

 


